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参加報告

阿山　み よ し 宇都宮大学工学部

　 2001 年 6 月 24E ］か ら 29 日 に かけ て 、米国 ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク州日 チ ェ ス タ
ー市の リバーサイ ド会議場に

おい て国際色彩学会が開催された 。 Kodak と Xeroxと

い う画像に関係する巨大 企業のお 膝元で あ D 、世界

の 色彩画像研究をリー ドするロチ ェ ス タ
ー

工 科大学

（RIT）がある街で の開催とあ っ て、参加人数は On −

Siteの参加登録も 含め る と 400 人を上 回る大盛況 で

あ っ た。

　開イ崔初日に配付された参加者名簿による国別参加

人数を表 1に示 す。日本か らは開 催地ア メ 1丿力 に次

ぐ 59 名とい う大人数で、しかも大学院生が 10 名程

度もお り、その ほ とん どが口頭講 演や ポスタ
ー

発表

を行 っ て い た 。ま た、日本の 千葉大学と共に ロ チ ェ

スタ
ー

工科大学 と協定を結んで いるイギ リスのダー

ビー大学か らも総勢 20 名近くの参加があ り、多くの

大学院生が発表 して い た 。日本の 学生の 発表内容は

国際的にみて も遜色のない もの で 、皆堂々と発表 し、

自らの 研究を国際舞台で 披露す る積極的な姿勢が あ

っ た 。 若い 世代の 国 際化が進ん で い る の は 頼も し い

こ と で ある。しか しなが ら、英語 が母国語 の人々 や

英語 圏 に留学 してい る人々 と比較するの は極めて不

公平とはい え語学の壁 ［ま厚く、内容が十分に理解さ

れなか っ た り質疑応答にな らなか っ た りする の は残

念な ことであ る 。 語学力 不足で十 分 に評価されな い

の は本当に悔 しい 一方 、まともな 議論が で き て 評価

された時は大変嬉しいものなの で、21 世紀を担 う世

代には、国際舞台で の 場数を踏み 積極的に鍛練 して

し、っ て ほ しい と 思 う。簍 者が 発表 し た Vision セ ッ シ

ョ ンの座長 であるシカゴ大学の Pokorny教授も、日本

人が多 くの 興味深い 研究発表を して い る の はすば ら

しい ことだと言 っ て くれ た。社交辞令とは い え日本

人と して大変嬉しか っ た ．

　さて 、本題である学会の内容紹介を しよう 。 会議

構成を表 2 に示す 。今回は色彩画 像や建築関係の セ

ッ シ ョ ン が多 いの が特色 で ある。また、上 述 の ダ
ー

ピー大学の Luo教授の グル ープが精力的に取 り組ん

でい る色差および色空悶 に関する セ ッ シ ョ ンも新 し

い 色差式 CIEDE2000 を睨ん で なかなか盛況で あ っ

た 。

　筆者は今回初め て まとも に Architectureセ ッ シ ョ ン

の Oberascher 氏の講演を聴講したが、偏光 メガネを

多数持 っ て ぎ て 照 明オ ブジ ェ の 両 眼視差画像で 聴衆

を楽 しませて くれ た。美 しいスラ イ ドと時間を気に

しな い発表が印象的で あっ た 。

　VisiQnのセ ッ シ ョ ン は 2 つ とも大半が日本か らの発

表で 、今さ らの こ となが らア メ リカにお ける色覚研

究グル
ー

プ と色彩 工学グル
ープの 乖離が如 実に現 わ

れ て い た。こ の セ ッ シ ョ ン の 唯一の ア メ リ カか らの

発表は現 在ロ チ ェ スタ
ー大学で研 究中の 山内氏 によ

る 発表 で あ っ た。各 個 人の ユ ニ ーク黄 波 長 は 、

Adaptive　Opticsで 実測 した網膜における L錐体と M

錐体の比率によ らない こと、赤または緑の色メガネ

の長期使 用による順応で ユ ニ
ー

ク黄波長が
一

定の と

こ ろ ま で は 変化 し、は ず す と また も と に 戻 る こ と か

ら、ユ ニ
ー

ク黄波 長は視 覚経験 に依存す る フ レキ シ

ブルな色覚機構により決定されて いる と結論づ けて

い た 。生 体 の 視 細 胞 を 無侵 襲 で 可 視化 で き る

Adaptive 　Opticsは コ ン タク トレン ズ や眼科診断へ の

応用 が期待され ている先 進的技術 で 、結論はとも か

く興味深 く聴い た。久 々 に登場の 色覚の Guth　Mode1

で有名な Lee　Guth氏か ら 「ユ ニ
ー

ク黄波長が L錐体

と M 錐体の比率に依存する と い う仮定は 受け入れ ら

れ て い な い か ら 前 提 と しておか しい 」と い う旨の コ

メ ン トがあ っ た が、筆者はそ うで もない と考えて い

る。

　 この会議の直前に国際照 明委員会 （CIE）の第 1部

会会議が同じ Rochesterで 開催され て いた。第 1部会

は 「視覚と色」に関する部会で CE の 中で は国際色彩

学会とは最も密接な関係があ り、筆者を 含め て 両方

に参加 した入 は少な くな い 。こ の よ うな状況か ら、

匚 ＝ ＝ ＝ 一 コ 232 ［二 ＝ ：＝ ＝ 憂 ＿ 。 。 ＿ 。
．．
＿ ； erv 、 c ．



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

「
一

JOURNAL6F 　 THE　 co面R　 sclENcE　 AssoclATI。N 。F　 J痴贏
一
1

AIC2001 では 「色彩を機能させるの に CIEはどの よ

うに して AIC を支 援す る の か」と銘打 っ た シ ン ポジ

ウムが開 催さ れた。OIE第 1部会の副部会長で あ る

M ，Pointer氏 と F．Vienot氏、色差式を検討 して い る

L．Luo 氏 、色の 見 え モ デル CIECAM 　 97s をまとめた

M ，Fairchild 氏 、画 像 関 係 の 第 8 部会 部会 長 の

T ．Newman 氏などが、両者の協力関係の経緯と必要性、

CIECAM の週去 現在未来、画像工 学の 立場 か らの ニ

ーズと支援、生 理学的知 見 に基 づ い た色度図な どに

つ い て 各々簡 潔 にまとめ られ た講演を行 っ た。批判

的に言 え ば CIEの 役割紹介に終始 したような感もある

が、現実問題 としては CIEの 名前 しか知らない Alcの

参力口者も結構い るよ うなので、CIEの内容を広く認識

して もらう目的は達成で き て い た と思う。

　偏見と いわれる か も し れ な い が 、筆 者 の 年代 の 日

本人的感覚か らす るとア メ リカで 開催さ れる学会運

営は何か と粗 っ ぽい 印象を受け た経験が何 度か ある 。

し か し今回は受付も Cynthiaさんを見つ ければい つ も

笑 顔で親切に対応して くれた し、会場運 営のス タ ッ

フもなかなか し っ か り していた し、朝食も昼食も良

か っ た 。 難を い え ば空調が ア メ リ力人 に最適化 され

て い て （？）会 場が寒 か っ た が、それ は全米ど こ で

も 同 じである 。 AIC200 「実行委員長で あ る Paula

Aiessl氏の 活力 と気 配 りのお かげだと思う。
　 ISCC で

賞を受賞 し、受賞ス ピーチで は普段は気丈 な彼女 が

家族 へ の 感謝を述べ る くだ りで涙 声にな っ て い たの

が印象的であ っ た 。

表 1．配布 リス トに よ る 国 別参加人数 表 2．会議の構成

分 類 セ ッ シ ョ ン 名

特 別 （2＞ Openln畠　Session　and 　Keynote　Addresse3

The　Fut凵re　of 　Ooior　and 　O［oslng 　SessIon

シ ン ポ ジ ウム （9） Golor　lssuos　for　Dlg】tal　Archlves

Environmental　 G。1。r　 Design

How　　is　CIE　巨elp ［ng　Us　Make　CoiDr　Work？

How　Should 別e 了eaoh 　Oolor？

lmaging　TeGhniques　of　Spectral　Esti酬ation 　〔Spectral　lmaging）

The　Artist　and　D ［ぎltal　Media

The　Future　Role　of 　CQIor　　In　the　3−D　WorId

The　State　of 　Art　and 　F目ture　of　Golor　Management

What　 lsOolor 　 For？

What　 IsGobr ？

一
般 講演 （18） ArGhite。ture〔2　sessions 〕

Art　 and 　 Design〔3　 sessl 。ns ）

GQ1。 r　AppearanGe

Cobr　Appearance

Color　Differenoe　〔2　sessions ）

CDIor　 Eduoation

Co1。 r　 Imaglng　ApPIi。atlons

Color　Mea3urement （2　sesslons ）

Cobr　Order　Systems

CDIor　 PreferenGe

EGD／ArGhlteGt 凵re

1mage　A冂alys ［含　and 　Synthesi3

Ind凵strial 　 Color

industrIa！Oolor

PhySlos

τeachln 呂Aids

V［sion 〔2　 ses310ns ｝

What　 isODIQr ？

ポス タ
ー

（2〕

チ ュ
ートリア ル （1） The　Whys　and 　Hows 。f　ODIor　Management
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